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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月23日(2017.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　任意の半導体集積回路と、
　前記半導体集積回路の温度を測定する温度測定部と、
　前記半導体集積回路の付近に設けられて、測定された前記温度が所定の閾値よりも高い
場合に限って放射線量を検出する放射線検出装置と、
　検出された前記放射線量に応じて前記半導体集積回路を冷却する冷却装置と
を具備する
　電子装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子装置において、
　前記冷却装置は、
　前記半導体集積回路と熱的に接続されて、前記半導体集積回路から熱量を吸収する冷却
素子と、
　前記冷却素子と熱的に接続されて、吸収された前記熱量を伝導する熱伝導体と、
　前記熱伝導体と熱的に接続されて、伝導された前記熱量を外部に放射する熱放射体と
を具備する
　電子装置。
【請求項３】
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　請求項２に記載の電子装置において、
　前記冷却装置は、
　測定された前記温度が所定の範囲に含まれるように前記冷却素子の動作を制御する冷却
素子制御部
をさらに具備する
　電子装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の電子装置において、
　前記放射線検出装置は、
　前記放射線量を検出する放射線検出部と、
　前記放射線検出部の動作を制御し、検出された前記放射線量を示す信号を生成して前記
冷却素子制御部に伝える放射線検出部制御部と
を具備する
　電子装置。
【請求項５】
　任意の半導体集積回路の温度を測定する温度測定部と、
　前記半導体集積回路の付近に設けられて、測定された前記温度が所定の閾値よりも高い
場合に限って放射線量を検出する放射線検出装置と、
　前記半導体集積回路に密着するように装着されて、検出された前記放射線量に応じて前
記半導体集積回路を冷却する冷却装置と
を具備する
　キット。
【請求項６】
　請求項５に記載のキットにおいて、
　前記冷却装置は、
　前記半導体集積回路と熱的に接続されて、前記半導体集積回路から熱量を吸収する冷却
素子と、
　前記冷却素子と熱的に接続されて、吸収された前記熱量を伝導する熱伝導体と、
　前記熱伝導体と熱的に接続されて、伝導された前記熱量を外部に放射する熱放射体と
を具備する
　キット。
【請求項７】
　請求項６に記載のキットにおいて、
　前記冷却装置は、
　測定された前記温度が所定の範囲に含まれるように前記冷却素子の動作を制御する冷却
素子制御部
をさらに具備する
　キット。
【請求項８】
　請求項７に記載のキットにおいて、
　前記放射線検出装置は、
　前記放射線量を検出する放射線検出部と、
　前記放射線検出部の動作を制御し、検出された前記放射線量を示す信号を生成して前記
冷却素子制御部に伝える放射線検出部制御部と
を具備する
　キット。
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